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西日本豪雨が発生し「指定

されていた避難所が実は危険
だった」という記事が新聞にて
紹介されています。
私たちは、これまで防災士を

中心にしながら、現地踏査行動
を繰り返し行ってきました。
避難誘導マニュアルをもとに

踏査を行ってみると『津波発生
時利用不可』の箇所や線路より
も低く津波避難区域内の箇所が
指定されていた事実も発覚して
います。

現地踏査行動は、単に避難場
所の位置確認が目的ではありま
せん。「経路・箇所に危険は存
在していないか」「避難場所は
適しているか」など、何が安全
なのかを現地に立って検討・検
証しています。
今後も「命を守るため」「感

性・感覚・判断力を養うため」
にも継続していくことが必要で
はないでしょうか。
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